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一般会計予算 119億 7千万円一般会計予算 119億 7千万円
　

3
月
定
例
会
は
3
月
5
日
か
ら
27
日
ま
で

23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
平
成
25
年
度
の
予
算
を
中
心

に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
調
査
や
各
委
員
会
の
審
査
結
果
を
連

合
審
査
会
で
ま
と
め
、
本
会
議
に
は
か
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
6
会
計
す
べ
て

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
次
の
よ
う
な
意

見
を
付
け
可
決
し
ま
し
た
。

　

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
の
道
路
整

備
と
並
行
し
て
、
下
水
道
の
布
設
工
事
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

平成25年度

特別会計予算は5会計で67億6千万円
一般会計予算 119億 7千万円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

平
成
25
年
度
予
算

平
成
25
年
度
予
算

可決
一
般
会
計

特
別
会
計

平成
25年度いま、町の財政は？いま、町の財政は？

一般会計＋特別会計 一 般 会 計

沖縄振興特別推進交付金

●当初予算総額は ?

●今年度の町の借金は ?　

187 億 3,503 万円
町民 1人あたり　52 万 1千円

14 億 9,730 万円
一般会計• • • • 12 億 8,360 万円
下水道事業• • • 1 億 7,680 万円
土地区画整理事業  3,690 万円

●平成 25 年度末の借金残高見込みは
121 億 5,170 万円

町民 1人あたり　33 万 8千円

基金の合計（11 基金）
●平成 25 年 3 月末の預金は？

27 億 207 万円
町民 1人あたり　7万 5千円

●平成 25 年度の町の配分額は?
  

一括交付金＝事業費の８割
6 億円

※人口平成 25 年 3月末現在　3万 5,941 人

民生費：お年寄りや児童福祉、保育所の運営
土木費：道路や公園の整備
教育費：学校教育や生涯学習
総務費：職員の人件費や役場の管理
公債費：借金の返済
衛生費：ごみ処理や予防接種

町税：みなさまからの税金
繰入金：町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金：使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税：自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債：町の借金

用語の説明

【
歳  

入
】

【
歳  

出
】

各会計別の予算比較表

合　　　計

平成 25年度 平成 24 年度 増減額 増減率

一 般 会 計

特　

別　

会　

計

119 億 7,347 万円

45 億 3,422 万円

1億 9,785 万円

8億 1,414 万円

11 億 9,415 万円

2,120 万円

187 億 3,503 万円

109 億 1,613 万円

44 億 3,320 万円

1億 8,064 万円

7億 6,307 万円

11 億 4,101 万円

3,235 万円

174 億 6,640 万円

10 億 5,734 万円

1億 102 万円

1,721 万円

5,107 万円

5,314 万円

▲1,115 万円

12 億 6,863 万円

9.7％

2.3％

9.5％

6.7％

4.7％

▲34.5％

7.3％

繰入金
2億 2,236 万円

その他①
8億 3,156 万円地方交付税

21 億 7,570 万円

国庫支出金
16億 8,690 万円

県支出金
20億5,475
　　　　万円

町債（借入金）
12億 8,360 万円

地方消費税交付金
2億 8,162 万円 その他②

1億 1,229 万円

（分担金負担金、
利用料手数料等）

（地方贈与税、
地方特例交付金等）

依
存
財

源　
　　自主

財
源

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療事業

下 水 道 事 業

土地区画整理事業

農業集落排水事業

歳入歳入歳入

町税
33億2,469万円民生費

44億1,404万円

36.6％

民生費
44億1,404万円

歳出歳出歳出

土木費
20億 2,368 万円

教育費
15億 1,460 万円

総務費
10億 8,106 万円

公債費
9億 9,021 万円

衛生費
8億 510万円

消防費
4億 3,403 万円

農林水産業費
2億 9,388 万円

議会費
1億 1,934 万円
その他（労働費、商工費等）
2億 9,753 万円

36.6％

63.4％63.4％

■一般会計　119 億 7,347 万円■

町税
33億2,469万円
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賛否分かれる 暮らしにより身近な予算。

中

村　
　
　

勝

大　

城　

真　

孝

上　

原　

喜
代
子

玉

城　
　
　

勇

浦　

崎　

み
ゆ
き

大

城　
　
　

毅

宮

城

寛

諄

金

城

好

春

宮

城

清

政

知

念

富

信

赤　

嶺　

奈
津
江

花

城

清

文

赤

嶺

雅

和

照

屋

仁

士

玉

城

光

雄

採
決
の
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ─

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ─

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─

可 

決

可 

決

可 

決

議 　 　 案

平成 25 年度南風原町
一般会計予算

平成 25 年度南風原町
後期高齢者医療特別会計予算

4.28「主権回復・国際社会復帰を記念する式典」
に反対する抗議決議

○：賛成　×：反対　－：中村勝議員は議長のため採決に加わっていません

● ●

賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。
また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで公開しています。

平
成
25
年
度
南
風
原
町

一
般
会
計
予
算

　

町
長
が
提
出
し
た
予
算
案
に
対
し
、
修

正
の
提
案
（
動
議
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、

原
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
動
議
発
議
者　

宮
城
寛
諄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
城
毅

（
修
正
案
）

　

南
部
広
域
圏
南
葬
祭
場
建
設
負
担
金
か

ら
、
豊
見
城
市
道
の
建
設
費
と
し
て
支
出

さ
れ
る
金
額
を
差
し
引
い
た
歳
出
予
算
と

す
る
よ
う
修
正
を
求
め
る
。

（
理
由
）

　

負
担
金
は
葬
祭
場
建
設
の
み
に
支
出
す

べ
き
で
あ
る
。
周
辺
整
備
と
し
て
他
市
町
村

の
道
路
建
設
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

  

原
案
へ
の
賛
成
討
論　

上
原
喜
代
子

　

一
部
事
務
組
合
で
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
負
担
金
は
、
義
務
費
で

あ
る
た
め
問
題
は
な
い
。
よ
っ
て
、
修
正

案
に
反
対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

平
成
25
年
度
南
風
原
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

賛
成
討
論　

な
し

　

反
対
討
論　

宮
城
寛
諄

　

 

予
算
自
体
に
疑
義
は
な
い
が
、
制
度

そ
の
も
の
が
、
高
齢
者
に
負
担
を
押
し
付

け
る
も
の
で
あ
る
。
制
度
廃
止
が
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
予
算

に
反
対
す
る
。

南
風
原
町
民
平
和
の
日

を
定
め
る
条
例

　

賛
成
討
論　

浦
崎
み
ゆ
き

　

反
対
討
論　

な
し

　

平
和
記
念
行
事
へ
町
民
が
参
加
す
る
こ

と
で
、
町
が
進
め
て
き
た
平
和
行
政
が
さ

ら
に
強
化
さ
れ
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
へ
平
和
を
つ
な
ぐ
日
が
制
定
さ
れ
る
意

義
は
大
き
い
と
考
え
る
た
め
、
条
例
に
賛

成
す
る
。

南星中学校も体育館を改修します。（3,000万）

老朽化した校舎を3年間かけて改修します。

北丘小学校大規模改造　2億円各幼稚園に専任園長　816万円
幼稚園改革として
・専任園長の配置
・給食の開始
・保育時間の延長
（12：15→14：00に）
を始めます。
※14時以降は
　あずかり保育で
　対応します。

20歳～39歳の自己負担額が変わります。

これまで：1,300円
これから：自己負担なし

40歳以上の各種がん検診
も個人負担を軽減します。

国保年金課　889-1798

40歳未満の住民健診自己負担ゼロ未熟児の療養医療　300万円

保健福祉課（ちむぐくる館）889-7381

（認可）　園児1人あたり500円→700円に増額

（認可外）
町内園児
1人あたり
1,000円→
1,500円に。

こども課
889-7028

認可・認可外保育園補助金　増額パスポート窓口（申請・受取）設置

町をＰＲし、地域活性のための事業を展開します。

南風原町観光協会（町商工会内）　851-7273

観光協会が誕生  補助金1,174万円津嘉山中央線街路事業　1,000万円

平成30年度までに250ｍ整備します。
5年間で10億5,400万円（国の補助8割）の事業です。

体重2,000g以下で生まれ、入院
が必要な赤ちゃんの医療費の一部
を補助します。

※これまで県で行っていた事業が
　町の事業になりました。

住民環境課（役場1階）で
旅券の手続きができます。
申請から発券までは約 2週
間かかります。

※原則、県での手続きは
できなくなります。

住民環境課　889-4414

▲

250m

Aコープ
●

クロネコヤマト
●

照屋→

津嘉山自練
●

●津嘉山シティ

↑
国場 ↑

第2団地

←津嘉山十字路

●

●
南部農林
高校

トンネル

新
規
注
目
事
業

賛
否
・
討
論



67 平成 25 年 3月定例会　はえばる議会だより 181 号平成 25 年 3月定例会　はえばる議会だより 181 号

条例
全会一致で
可決

3
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
改
正
に
つ

い
て
16
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

補正予算
全会一致で
可決

人事
全会一致で
同意

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
ぞ
れ
ぞ
れ
3
千
634
万
円
を
減
額
し
、

総
額
123
億
2
千
677
万
円
と
し
ま
し
た
。

町道の舗装、法面・盛土・擁壁等点検

要保護準要保護児童援助金（小学校）　

オリジナルナンバープレート製作費

予防接種医師委託料

250 万円

157 万円

▲175 万円

▲3,553 万円

一般会計補正の主な内容 補正額

歳
入

歳
出

国庫支出金

県支出金　

▲2,104 万円

▲3,936 万円

教
育
委
員
会
委
員

再
任
さ
れ
る
。

国民健康保険

後期高齢者医療

下水道事業

土地区画整理事業

農業集落排水事業

▲4,107 万円

829 万円

▲1,269 万円

1億 707 万円

▲230 万円

特別会計の補正 補正額

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
〝
反
対
〞

　

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

　

地
域
の
実
情
を
無
視
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
絶
対
に
行
う
こ
と

な
く
、
次
の
事
項
の
実
現
を
図
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
．
自
民
党
が
政
権
公
約
で
示
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る

　

6
項
目
の
判
断
基
準
を
堅
持
す
る
こ
と

　

日
本
の
農
産
物
が
関
税
撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
保
証

を
確
保
す
る
こ
と
。
食
の
安
心
安
全
の
基
準
や
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
り
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
認
め
な
い
こ
と
な
ど
、
衆
議
院
選

挙
公
約
で
示
し
た
6
項
目
の
判
断
基
準
を
堅
持
す
る
こ
と
。

二
．
農
林
水
産
分
野
等
の
聖
域
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

　

脱
退
も
含
め
て
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ
と

　

砂
糖
な
ど
6
項
目
の
「
聖
域
」
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
さ

と
う
き
び
が
基
幹
産
業
の
沖
縄
は
、
経
済
活
動
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
脱
退
を
含
め
た
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
こ
と
。

三
．
徹
底
し
た
情
報
開
示
と
広
範
な
国
民
的
議
論
を
実

　

施
す
る
こ
と

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
は
日
本
経
済
及
び
国
民
生
活
全
般
に
関
わ
る
。

政
府
が
米
国
等
と
行
っ
て
い
る
事
前
協
議
の
内
容
を
含
め
、
徹

底
し
た
情
報
開
示
と
広
範
な
国
民
的
議
論
を
実
施
す
る
こ
と
。

提
出
者　

知
念
富
信

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

外
務
大
臣　

財
務
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣　

経
済
産
業
大
臣　

内
閣
官
房
長
官　

　
　
　
　

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

　

国
は
、
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
を
含
め
た
政
府
予
算
案
を
確
保
す
る

作
業
を
進
め
て
い
る
。
最
低
賃
金
や
就
学
援
助
な
ど
国
民
生
活
の
最
低
保

障
基
準
の
土
台
を
な
す
生
活
保
護
制
度
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
保
障
す

べ
き
で
あ
る
。
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

 

提
出
者　

大
城
毅

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣

　

国
は
、
年
金
2.5
％
削
減
法
を
成
立
さ
せ
た
。
年
金
削
減
は
、
深
刻
な
不

況
と
生
活
苦
の
中
に
あ
る
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
。
沖
縄
県
の
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
不
況
を
一
層
深
刻
に
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
も
年
金
削
減
の

中
止
を
求
め
る
。

提
出
者　

玉
城
光
雄

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　

内
閣
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
た
4
月
28
日
に
式
典

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
沖
縄
が
切
り
捨
て
ら
れ
た

「
屈
辱
の
日
」
で
も
あ
る
。「
主
権
回
復
の
日
」
と
し
て
政
府
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
は
県
民
の
心
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
強
く
抗
議
す
る
。

提
出
者　

照
屋
仁
士

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

内
閣
官
房
長
官

地域福祉計画策定委員会 10月12日は町民平和の日

●
町
民
平
和
の
日
を
制
定

　

平
和
の
日
を
中
心
に
平
和
の
尊
さ
を

広
め
る
た
め
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

●
10
月
12
日
は
ど
ん
な
日
？　

　

戦
後
、
南
風
原
村
役
所
が
大
見
武
収

容
所
か
ら
現
南
風
原
小
に
移
り
、
地
元

で
業
務
を
再
開
し
た
日
で
す
。
南
風
原

が
平
和
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
日

と
言
え
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て

　

す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
平
成
25

年
度
に
策
定
し
ま
す
。

　

住
民
参
加
を
基
本
と
し
て
新
た
な
福
祉

社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、
策
定
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画
と
は
？

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
支
援
、

健
康
づ
く
り
を
取
り
ま
と
め
、「
支
え
合

い
」
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

当時の南風原村役所地域福祉計画のしくみ

赤嶺幸信 氏

赤嶺正之 氏

あ
て
先 

あ
て
先 

あ
て
先 

あ
て
先 

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
る

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

年
金
2.5
％
削
減
中
止
を
求
め
る　

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

4
・
28
「
主
権
回
復
・
国
際
社
会
復
帰
を
記
念
す
る 

式
典
」
に
対
す
る
抗
議
決
議　

賛
成
多
数
で
可
決

▲

▲

▲

▲

▲

▲

個  人

行  政地  域

意見書

意見書意見書決　議

条
例・補
正
予
算・人
事

意
見
書
・
決
議
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答問答問

答 問

答問

答問答 問 答 問

答問 答 問

答 問

委
員
長
：
知
念
富
信　

副
委
員
長
：
赤
嶺
奈
津
江

委　

員
：
照
屋
仁
士
・
赤
嶺
雅
和
・
宮
城
寛
諄　

　
　
　
　

玉
城
勇
・
大
城
真
孝

　
　

年
齢
制
限
は
あ
る
か
。

　
　

自
立
経
営
を
し
て
い
る
45
歳
未

満
の
農
業
従
事
者
が
対
象
で
あ
る
。

経
営
支
援
の
た
め
、
年
間
150
万
円
を

最
長
5
年
間
給
付
す
る
。

　
　

平
成
25
年
度
は
8
名
分
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、増
額
で
き
る
か
。

　
　

国
の
補
助
金
の
た
め
、配
分
の

範
囲
内
と
な
る
。
町
へ
の
配
分
が
増
え

る
場
合
は
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

　
　

ど
の
よ
う
に
募
集
す
る
か
。

　
　

各
種
農
業
団
体
と
各
字
農
業
委

員
へ
の
要
望
調
査
を
行
い
、
漏
れ
の

な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
希
望
者

が
あ
れ
ば
窓
口
で
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
く
。

産
業
振
興
課　

8
8
9

-

4
4
3
0

　
　

4
月
か
ら
幼
稚
園
に
専
任
の
園

長
が
配
置
さ
れ
る
が
、
人
選
は
ど
う

行
う
の
か
。

　
　

退
職
し
た
校
長
や
、
幼
稚
園
研

修
会
の
講
師
、
幼
稚
園
教
諭
Ｏ
Ｂ
か

ら
選
任
す
る
。

　
　

園
長
は
嘱
託
で
大
丈
夫
か
。

　
　

職
員
の
統
率
が
園
長
の
職
務
と

な
る
。
4
月
に
制
定
す
る
規
則
に
お

い
て
職
務
を
明
記
す
る
の
で
、
嘱
託

で
も
問
題
な
い
。

　
　

給
食
の
開
始
後
は
お
弁
当
持
参

は
し
な
く
て
よ
い
か
。

　
　

毎
週
火
曜
日
を
お
弁
当
の
日
と

し
て
今
年
度
も
継
続
す
る
。

委
員
長
：
宮
城
清
政 　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委　

員
：
玉
城
光
雄
・
花
城
清
文
・
金
城
好
春　

　
　
　
　

大
城
毅
・
浦
崎
み
ゆ
き

　
　

ど
の
よ
う
な
活
動
か
。

　
　

子
育
て
の
援
助
が
必
要
な
お
ね

が
い
会
員
と
手
伝
い
が
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
会
員
で
構
成
す
る
。
有
償
で

お
互
い
地
域
の
中
で
助
け
あ
い
な
が

ら
子
育
て
を
し
て
い
る
。

　
　

会
員
数
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
24
年
10
月
末
で
お
ね
が
い

会
員
が
194
人
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
が
76

人
、
ど
っ
ち
も
会
員
が
37
人
で
、
会

員
は
毎
年
増
え
て
い
る
。

町
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

8
8
9

-

3
3
2
7

　
　

認
可
保
育
園
の
保
育
料
算
定
に

「
寡
婦
控
除
の
み
な
し
控
除
」
を
適
用

す
る
と
い
う
が
、ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
寡
婦
控
除
の
対
象
外

で
あ
っ
た
非
婚
の
母
子
・
父
子
世
帯
を

寡
婦
控
除
世
帯
と
同
等
に
扱
い
、保

育
料
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

こ
ど
も
課　

8
8
9-

7
0
2
8

　
　

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
。
環
境
の
た
め
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
活
動
は
何
か
。

　
　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
は
町
の
環
境
情

報
発
信
地
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
特

に
学
校
や
児
童
館
で
の
環
境
学
習
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
家
庭
に
対
し
て
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
や
は

え
ば
る
豚
の
販
売
を
し
て
い
る
。

エ
コ
セ
ン
タ
ー　

8
8
9

-

4
4
2
5 ●

宮
平
学
校
線
街
路
整
備

当
間
原
交
差
点
の
渋
滞
解
消
の
た
め
物
件

調
査
、
町
道
部
の
工
事
を
し
ま
す
。

●
大
名
地
区
下
水
排
水
路
整
備

排
水
路
が
未
整
備
の
た
め
、
生
活
排
水
が

滞
流
し
、
衛
生
面
で
悪
影
響
が
で
る
た
め

整
備
し
ま
す
。

●
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策

交
付
金
を
利
用
し
、
沖
縄
県
小
児
保
健
協
会

横
の
道
路
（
新
川
地
区
）
を
整
備
し
ま
す
。

　
●
土
地
改
良
維
持
管
理
適
正
化

神
里
地
区
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
を
整
備

し
、
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

●
山
川
地
区
畑
地
か
ん
が
い
整
備

管
水
路
等
の
整
備
や
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の

整
備
を
し
ま
す
。

●
文
化
セ
ン
タ
ー
収
納
庫
増
改
築

手
狭
に
な
っ
て
い
る
文
化
セ
ン
タ
ー
収
納

庫
の
増
築
と
湿
気
対
策
の
た
め
仕
切
り
と

空
調
機
を
整
備
し
ま
す
。

●
北
丘
小
学
校
大
規
模
改
造

平
成
25
年
度
は
実
施
設
計
と
一
部
工
事
を

行
い
ま
す
。（
〜
平
成
27
年
度
）

●
南
星
中
学
校
体
育
館
整
備

天
井
材
の
落
下
防
止
工
事
を
し
ま
す
。

●
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

津
嘉
山
北
地
区
は
、
津
嘉
山
西
線
道
路
整

備
及
び
津
嘉
山
十
字
路
付
近
の
宅
地
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

●
津
嘉
山
第
３
雨
水
幹
線
整
備

平
成
25
年
度
は
実
施
設
計
及
び
、
用
地
交

渉
や
一
部
工
事
を
進
め
ま
す
。

剥がれや亀裂が入った箇所があります。体育館天井にいくつか穴が空いています。
5月1日から各幼稚園で給食が開始しました。

委員会
レポート
委員会
レポート

予
算
審
査
に
あ
た
り
、
議
員
全
員
で
現
場
に
出
向
き
、
町
内
10
事
業

に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
直
接
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

資
料
や
図
面
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、
必
要
な
書
類
・

資
料
を
求
め
、
２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

質
疑
を
し
ま
し
た
。

現場
調査

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
務
民
生
委
員
会

経
済
教
育
委
員
会

寡
婦
控
除
の
み
な
し
控
除

青
年
就
農
給
付
金

町
立
幼
稚
園
の
運
営

は
え
ば
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー

現
場
調
査

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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●参加者の性別や年齢は●

●報告会の内容はどうでしたか●

議
会
活
動
報
告
会

町
民
と
議
員
の
対
話

　

町
民
の
声
を
聞
き
、住
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
発
展
を
目

指
す
た
め
、
議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
、
執
行
機
関

と
一
緒
に
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誌
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み
掲
載
）

4 会場で
　　参加70人70人・

認
可
保
育
園
と
認
可
外
保
育
園
の

補
助
に
差
が
あ
る
と
思
う
。
認
可

外
保
育
園
の
広
域
的
な
話
し
合
い

や
補
助
の
充
実
が
で
き
な
い
か
。

・
農
業
振
興
費
に
は
ど
の
よ
う
な
補

助
が
あ
る
か
。

・
直
売
所
は
い
つ
で
き
る
か
。

・
健
康
な
高
齢
者
が
地
域
で
助
け
あ

い
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
検
討
で
き
な
い
か
。

・
台
風
被
害
が
多
い
た
め
、
自
治
会

放
送
設
備
を
半
額
補
助
か
ら
全
額

補
助
に
で
き
な
い
か
。

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
。

・
本
部
公
園
は
す
ば
ら
し
い
が
、駐
車

場
が
狭
い
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
認
可
保
育
園
の
待
機
児
童
を
減
ら

す
努
力
を
。

・
町
道
22
号
線
を
整
備
で
き
な
い
か
。

・
津
嘉
山
小
の
児
童
数
増
へ
の
早

急
な
対
応
と
安
全
な
通
学
路
の

確
保
を
。

・
災
害
時
の
備
え
や
協
定
は
十
分
か
。

・
一
括
交
付
金
事
業
の
公
募
を
。

・
農
業
振
興
を
（
ス
ト
レ
リ
チ
ア
の

立
枯
れ
・
ヘ
チ
マ
の
ハ
ウ
ス
助
成
・

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

・
認
可
保
育
園
の
職
員
給
与
補
助

金
を
増
額
で
き
な
い
か
。

・
議
会
活
動
報
告
会
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
ほ
し
い
。

・
町
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
多

く
持
っ
て
ほ
し
い
。

・
観
光
協
会
の
事
業
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

・
津
嘉
山
地
区
は
人
口
が
増
加
中

だ
が
、
自
治
会
や
学
校
は
そ
の

ま
ま
で
よ
い
か
。

南
風
原
小
学
校
区

4
月
23
日
　
参
加
者
15
人

北
丘
小
学
校
区

4
月
23
日
　
参
加
者
13
人

津
嘉
山
小
学
校
区

4
月
25
日
　
参
加
者
18
人

翔
南
小
学
校
区

4
月
25
日
　
参
加
者
24
人

議会活動報告会
アンケート結果
ご協力ありがとうございます

回収率67.1％男性
89.4％

60 代
29.8％

50 代
23.4％

70 代
12.8％ 20 代

17.0％

40 代
8.5％

30 代
8.5％

女性
10.6％

・議会広報紙を自分で読むこととは別の視点で再認
識ができた。

・もう少し詳しく説明してもらえればもっと分かり
やすかった。

報告の方法は
・議員の個人的な見解も聞きたい。
・本会議のようすをスクリーン等で見せるなど、
迫力ある報告会にしてはどうか。

・プロジェクターを使用するなど報告会の形式を
工夫できないか。

報告会の開催は
・参加しやすい曜日・時間・場所を設定してほしい。
・報告会の回数を増やし、議会に町民の意見を反
映してほしい。

・各種団体との意見交換会を実施してほしい。
・予算に意見を反映させる方法をルール化しては。
・今後も活発な議論を交わし、町の発展を推進し
てほしい。

分かりやすかった
78.7％

どちらともいえない
　　　　21.3％

分かりにく
かった
0.0％

評価しない
0.0％

●報告会の実施を評価しますか●

・自分たちで選んだ代表と直接話し合いできるため、
今後に繋がると思う。

・地域の問題を直に伝える事ができる。

・声をあげる町民への対応は早いと思う。
・住民の要望を聞くしくみがないのではないか。

評価する
76.6％

少し評価する
　　　10.6％

どちらともいえない
　　4.3％

無回答
8.5％

●議会に町民意見は反映されているか●

●次回の報告会に望むこと●

●議会への要望・提案●
参加者が少ない！！
多くの町民が参加するよう
ＰＲ方法を工夫してほしい。

─アンケート結果を踏まえ活動につなげていきます─

やや思う
36.2％

思う
23.4％分からない

　　　21.3％

思わない
　　8.5％

無回答
　10.6％

議
会
活
動
報
告
会

議
会
活
動
報
告
会

会場：ちむぐくる館

会場：津嘉山公民館

会場：北丘小体育館

会場：中央公民館
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津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

地
区
内
で
、
津
嘉
山
中
央
線
は
ほ

ぼ
完
成
し
て
い
る
。
今
後
の
中
央

線
街
路
事
業
計
画
を
問
う
。

　
　
　

津
嘉
山
中
央
線
街
路
事
業

に
関
し
て
は
以
前
か
ら

・
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
も
中
央

線
街
路
事
業
を
進
め
な
け
れ
ば
中

途
半
端
に
な
る

・
区
画
整
理
事
業
と
連
携
し
て
早
期

　

に
計
画
し
事
業
化
を
進
め
る
べ
き

と
指
摘
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
平
成
30
年
度
末
の
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

区
画
整
理
区
域
内
の
中
央

線
は
整
備
さ
れ
た
が
、
区
域
外

が
未
整
備
の
た
め
、
一
部
見
通
し

が
悪
い
交
差
点
が
あ
る
。
旧
金
城

商
店
の
角
だ
け
で
も
、
早
め
に
工

事
着
手
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

早
期
に
工
事
を

進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
状
況
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
用
地
交

渉
の
進
捗
に
も
よ
る
が
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
工
事
着
手
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 　　

心
か
ら
尊
敬
す
る
恩
師
に

宮
城
健
一
先
生
が
お
ら
れ
る
。
先

生
の
「
南
風
原
を
教
育
の
ま
ち

に
」
と
い
う
言
葉
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
。
さ
ら
な
る
教
育
の
ま
ち

づ
く
り
を
期
待
し
、
質
問
す
る
。

　

北
丘
小
学
校
の
体
育
館
の
屋

根
は
サ
ビ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
雨

漏
り
し
な
い
う
ち
に
補
修
で
き

な
い
か
。

　
　
　

平
成
25
年
度
内
で
調
査
・

検
討
し
た
い
。

　
　

隣
市
町
で
は
25
人
学
級
で

幼
稚
園
教
育
を
進
め
て
い
る
。
本

町
も
そ
う
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

30
人
以
下
の
学
級
編
成

を
努
力
す
る
。

　
　

各
幼
稚
園
に
専
任
の
園
長

配
置
が
さ
れ
、
小
学
校
と
運
営

が
別
々
と
な
る
。
運
動
会
等
の
行

事
の
連
携
が
心
配
さ
れ
る
が
ど

う
す
る
か
。

　
　
　
　

小
学
校
と
幼
稚
園
と
の

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
は
教
育

委
員
会
で
調
整
す
る
。

　
　

津
嘉
山
は
区
画
整
理
で
児

童
生
徒
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。生
徒
増
に
対
応
し
た
校
舎
・

園
舎
の
増
改
築
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

人
口
動
態
を
見
な
が
ら

対
応
す
る
。

　
　

北
丘
小
学
校
も
生
徒
の
増

が
予
想
さ
れ
る
。
平
成
25
年
度

予
算
に
大
規
模
改
造
工
事
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
増
に
対

応
し
た
教
室
の
増
改
築
も
含
ま

れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

増
築
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　

本
町
は
教
育
に
携
わ
る
正

規
職
員
が
31
％
と
少
な
い
。
子

ど
も
達
の
教
育
力
を
高
め
る
た

め
、
正
規
職
員
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

年
次
的
に
増
員
す
る
。

新
川
地
内
の
町
道
拡
張
を

　
　

南
風
原
バ
イ
パ
ス
が
完
成

す
る
と
新
川
地
内
の
町
道
21
号

線
に
平
面
タ
ッ
チ
さ
れ
、
集
落

内
が
通
過
道
路
と
な
る
。
旧
伊

佐
商
店
か
ら
バ
イ
パ
ス
間
に
拡

張
工
事
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　

危
険
が
増
す
こ
と
が
な
い

よ
う
関
係
機
関
と
調
整
す
る
。

津
嘉
山
地
内
の

下
水
道
工
事
を
問
う

　
　

津
嘉
山
中
央
線
の
下
水
道

事
業
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
計
画
は
、

県
道
128
号
線
よ
り
津
嘉
山
中
央
線
に

至
る
経
路
と
な
る
。
平
成
25
年
度
は

中
央
線
街
路
事
業
と
併
せ
て
、汚
水
、

雨
水
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

津
嘉
山
地
区
計
画
の
見
直
し
を

　
　

商
業
Ａ
地
区
は
、
屋
根
に

勾
配
を
つ
け
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
津
波
な
ど
の
避
難
所
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
勾
配
屋
根
を

見
直
し
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
根
勾

配
に
支
障
が
で
る
の
で
あ
れ
ば
柔
軟

な
対
応
は
可
能
か
と
思
う
。
県
と
の

協
議
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
検

討
し
た
い
。

ここが聞きたい施策を問う

問問

問

町
長

町
長

問

問

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

問問ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問問

問問

町
長

教育のまちづくりを

津
嘉
山
中
央
線

街
路
事
業
は 花城  清文 議員

北丘小学校の体育館

津嘉山中央線街路区域は徐々に整備されているが、未整備で危険な交差点も多い。

・
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
へ
緊
急

　

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を

・
那
覇
・
具
志
頭
線
の
早
期
完
成

　

で
交
通
渋
滞
緩
和
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

大城  真孝 議員

一
般
質
問  

花
城  

清
文 

議
員

一
般
質
問 

大
城  

真
孝 

議
員
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つ　

南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
前
交
差

点
か
ら
町
役
場
前
の
工
事
完
了

予
定
と
遅
延
理
由
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
医
療

セ
ン
タ
ー
前
交
差
点
か
ら
兼
城
の
町

道
11
号
線
ま
で
は
平
成
26
年
度
完
了

予
定
に
な
る
。
兼
城
交
番
か
ら
旧
社

協
交
差
点
ま
で
は
平
成
27
年
度
完
了

予
定
で
あ
る
。
遅
延
理
由
は
、
数
件

の
物
件
補
償
が
難
航
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。

　
　

兼
城
交
差
点
で
交
通
混
雑
に

な
る
。
早
期
着
工
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年

度
完
了
予
定
で
あ
る
。
交
差
点
改
良

は
、
滞
留
長
や
右
折
帯
な
ど
県
警
の

交
通
規
制
課
と
南
部
国
道
事
務
所
で

施
工
協
議
の
調
整
が
必
要
で
時
間
を

要
し
て
い
る
。

　
　

県
公
文
書
館
下
の
高
架
橋
事

業
の
遅
延
は
、
町
道
113
号
線
に
影

響
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

高
架
橋
の
上
部
工

本
体
工
事
は
、
平
成
25
年
2
月
に
発

注
済
で
、
26
年
2
月
完
了
予
定
で
あ

る
。
町
道
113
号
線
は
実
施
設
計
を
終

え
て
、
本
年
度
に
用
地
、
物
件
交
渉
、

平
成
26
年
度
に
用
地
交
渉
と
工
事
、

27
年
度
完
了
予
定
で
、影
響
は
な
い
。

　
　

町
道
11
号
線
入
口
の
電
柱
が

ま
だ
移
動
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

電
力
会
社
で
可
能

な
限
り
道
路
幅
員
が
狭
隘
に
な
ら
な

い
よ
う
な
検
討
や
移
設
先
の
地
権
者

の
了
解
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
で
遅

れ
て
い
る
。

公
共
施
設
、
字
防
犯
灯
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

問　

役
場
庁
舎
や
学
校
施
設
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

庁
舎
内
の
蛍
光
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
換
え
た
場
合
、
電
気
料
金
が

年
間
約
230
万
円
削
減
さ
れ
る
が
、
交

換
費
用
は
約
１
千
750
万
円
か
か
る
。

老
朽
化
し
た
照
明
機
器
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
換
え
て
い
る
。
今
後
、
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
事
業
化
に
向
け
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

自
治
会
の
防
犯
灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

防
犯
灯
は
照
明
灯

自
体
の
交
換
も
必
要
と
な
る
。
多
額

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、一
括
交

付
金
の
活
用
も
含
め
検
討
す
る
。

　
　

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年
度
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
し
く

み
が
創
設
さ
れ
、
1
千
万
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の
利
用
実

績
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
3
月

11
日
現
在
、
全
体
総
工
事
金
額
は
59

件
分
で
6
千
213
万
円
、
総
工
事
金
額
に

対
す
る
総
補
助
額
は
914
万
円
で
あ
る
。

　

平
均
工
事
額
は
105
万
円
で
、
1
件

あ
た
り
平
均
補
助
額
は
約
15
万
5
千

円
で
約
6.8
倍
で
あ
る
。
工
事
種
別
は

屋
根
防
水
工
事
、サ
ッ
シ
取
替
工
事
、

外
壁
の
塗
装
、
ト
イ
レ
や
浴
槽
の
改

修
工
事
、
給
水
管
取
替
工
事
、
そ
の

他
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

申
請
の
合
計
は
、
81
件
で
予
算
枠

い
っ
ぱ
い
の
応
募
が
あ
っ
た
。
助
成

制
度
の
初
年
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
民
の
需
要
に
応
え
た
事
業
だ
と
評

価
し
て
い
る
。

　

　
　

予
算
規
模
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
実
績
を
具
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
需

要
を
喚
起
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

新
年
度
は
先
着

順
で
行
う
方
法
に
改
め
る
。
兼
城
十

字
路
の
電
光
掲
示
板
へ
の
掲
載
や
区

長
会
な
ど
へ
助
成
制
度
の
説
明
を
す

る
な
ど
、
需
要
喚
起
に
努
め
る
。

高
齢
者
の
外
出
を

促
す
た
め
に

　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
う
え
で
も
外
出

を
促
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
町

内
巡
回
バ
ス
を
進
め
る
必
要
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　

現
在
実
施
し
て
い
る
、

ち
む
ぐ
く
る
館
を
拠
点
と
し
た
巡
回

バ
ス
、
リ
フ
ト
付
き
車
両
の
無
料
運

行
を
強
化
・
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　
　

兼
城
十
字
路
、当
間
原
交
差
点
の

バ
ス
停
の
屋
根
・
ベ
ン
チ
の
設
置
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
間
原
交
差
点
は

事
務
調
整
が
済
み
、
南
部
国
道
事
務

所
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
兼
城
十

字
路
の
バ
ス
停
は
ま
だ
調
整
し
て
い

な
い
。

問

問

問

問

問

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

問総
務
部
長

問

問民
生
部
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

都
市
整
備
課
長

問問

住宅リフォーム助成の
拡充を

県道の役場前路線の
早期完了を

大城 毅 議員

一
般
質
問  

大
城　

毅 

議
員

一
般
質
問 

知
念  

富
信 

議
員 知念  富信 議員

・
中
央
公
民
館
前
の
県
道
に
照
明

灯
を
早
期
設
置
で
き
な
い
か

・
入
札
制
度
の
改
善
を
進
め
る
べ
き

・
南
斎
場
建
設
負
担
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

リフト付き車両での外出支援

拡張工事をしている県道241号南風原・宜野湾線

・
陸
上
競
技
場
を
公
認
に
し
、
さ

ら
な
る
活
用
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

公文書館●

町役場●

●育成園

電柱
●

兼城十字路

県道 241 号線

町道 113 号線

町道 11 号線

与那原→← 一日橋

南部医療
センター●

高架橋（工事予定）
工事予定
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学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
県

平
均
と
比
べ
て
ど
う
か
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

※

全
５
教
科…

国
語
Ａ･

Ｂ
、
算
数
（
数
学
）

Ａ･

Ｂ
、
理
科

【
小
学
校
】

・
全
教
科
↓
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

【
中
学
校
】

・
国
語
Ｂ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ

　

↓
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

・
国
語
Ａ
、
理
科

　

↓
県
平
均
に
及
ば
な
か
っ
た
。

沖
縄
県
学
力
到
達
度
調
査

【
小
学
３
年
生　

※

全
４
教
科
】

・
国
語
Ａ･

Ｂ
、
算
数
Ａ･

Ｂ

　

↓
県
平
均
に
及
ば
な
か
っ
た
。

【
小
学
５
年
生　

※

全
４
教
科
】

・
算
数
Ａ
↓
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

・
国
語
Ａ･

Ｂ
、
算
数
Ｂ

　

↓
県
平
均
に
及
ば
な
か
っ
た
。

【
中
学
２
年
生　

※

全
５
教
科
】

・
国
語
、
社
会
、
英
語

　

↓
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

・
数
学
、
理
科

　

↓
県
平
均
に
及
ば
な
か
っ
た
。

　
　

学
力
向
上
に
向
け
て
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

校
内
研
修
や
県
内
研
修
を

通
し
て
教
師
の
指
導
力
の
向
上
に
努

め
る
。
ま
た
、
学
力
向
上
月
間
を
設

定
し
た
補
習
時
間
の
実
施
や
学
習
支

援
員
の
配
置
、
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
に
よ
る
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　

学
力
向
上
の
妨
げ
と
な
る
原

因
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｄ
Ｓ
等
の
ゲ
ー
ム
機
を
持
っ
て
い

る
児
童
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
。

　
　
　
　

ゲ
ー
ム
機
を
持
っ
て
い
る

児
童
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

健
康
増
進
と
長
寿
を

目
指
し
て

　
　

一
括
交
付
金
を
利
用
し
、沖
縄

料
理
の
カ
ロ
リ
ー
等
を
記
載
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
と

あ
っ
た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

分
析
と
印
刷
は
す
で
に

完
了
し
た
。
町
民
向
け
に
カ
レ
ン

ダ
ー
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
世
帯

へ
配
布
す
る
。

　
　

町
民
の
平
均
寿
命
は
何
歳
か
。

　
　
　
　
　

平
成
17
年
度
の
厚
生
労

働
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
町
の
平
均

寿
命
は
男
性
が
79.6
歳
、
女
性
が
87.7
歳

と
な
っ
て
い
る
。

問　

翔
南
小
の
生
徒
数
が
減
少
し

て
き
て
い
る
。
そ
の
理
由
、
原
因

は
何
か
。

　
　
　
　

少
子
化
も
ひ
と
つ
の
要
因

と
考
え
る
。
翔
南
校
区
は
旧
集
落
を

含
ん
で
お
り
、
人
口
が
予
想
以
上
に

伸
び
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
と
思
わ

れ
る
。

　
　

翔
南
小
校
区
に
は
農
振
農
用

地
お
よ
び
白
地
が
多
く
、
住
宅

建
設
が
で
き
ず
地
元
を
離
れ
る

住
民
も
多
い
。
県
と
調
整
し
、
見

直
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

部
分
的
に
調
整
し
て
お
り
、

今
年
も
見
直
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

喜
屋
武
、
照
屋
、

本
部
区
を
平
成
27
年
度
の
市
街
化
区

域
に
編
入
で
き
る
よ
う
県
と
調
整
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

自
宅
用
住
宅
だ
け
で
な
く
、

ア
パ
ー
ト
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
街
化
区

域
で
は
な
い
た
め
共
同
住
宅
の
建
設

は
難
し
い
。
平
成
27
年
度
の
市
街
化

区
域
編
入
を
目
指
し
て
い
る
。

北
丘
小
学
校
大
規
模
改
造
を
問
う

　
　

予
算
規
模
は
ど
う
か
。

       　
　

平
成
25
年
度
の
事
業
費

は
２
億
円
で
あ
る
。
26
年
度
は
１
億

５
千
万
円
、
27
年
度
は
１
億
円
を
計

画
し
て
い
る
。

　
　

保
護
者
や
学
校
現
場
か
ら
意

見
を
聞
く
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
や
教
師
の

意
向
も
実
施
設
計
に
反
映
で
き
る
よ
う

意
見
を
聞
く
場
を
早
め
に
設
け
た
い
。

　
　

校
舎
以
外
の
施
設
、
体
育
館

や
プ
ー
ル
の
改
修
等
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

体
育
館
の
内
部
を
平
成
26

年
度
に
改
修
す
る
。
体
育
館
の
屋
根

や
プ
ー
ル
等
は
調
査
し
、
整
備
の
必

要
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　

今
後
、学
校
施
設
は
大
規
模
改
造

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
心
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

今
後
は
大
規
模
な
改
修
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

問

問

問

問問学
校
教
育
課
長

問

問民
生
部
長

民
生
部
長

問

問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

経
済
建
設
部
長

翔南小の児童数減少と
翔南校区土地利用を
問う

学力向上のために

金城  好春 議員

赤嶺 奈津江 議員

農振農用地と白地が多く、市街化区域が少ない。

学習支援員による少人数での補習授業

翔南小校区
農振農用地

一
般
質
問  

赤
嶺
奈
津
江 

議
員

一
般
質
問 

金
城  

好
春 

議
員
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本
町
の
自
立
に
向
け
、
町
民
・

法
人
の
所
得
を
増
や
す
た
め
の

統
計
調
査
を
実
施
し
、
よ
り
実

感
で
き
る
施
策
を
立
案
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
　

4
月
に
設
置
さ
れ
る
産

業
振
興
課
を
中
心
に
、Ｊ
Ａ
、
商
工

会
、
町
観
光
協
会
、
絣
組
合
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
展
開
を
図
り
た
い
。

　
　

町
民
公
募
型
（
公
開
プ
レ
ゼ

ン
）
等
、
枠
を
設
け
て
実
施
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　

ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
や
関

係
機
関
か
ら
の
提
案
な
ど
多
角
的
視

点
か
ら
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

自
治
会
を
支
援
す
る
事
業

が
展
開
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

各
字
公
民
館
等
施
設
を

避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図

る
整
備
に
対
し
補
助
す
る
「
災
害
等

避
難
施
設
改
修
事
業
補
助
金
」、
災

害
に
備
え
備
蓄
倉
庫
と
自
治
会
人
口

の
5
％
の
1
食
分
の
食
料
、
緊
急
対

策
用
の
ト
イ
レ
、
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ

ト
を
配
置
す
る
「
災
害
時
等
避
難
施

設
防
災
体
制
強
化
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
25
年
度
も
継
続
す
る
。

　
　

今
後
も
、
要
望
を
受
け
、
新

し
い
事
業
を
作
っ
て
い
く
、
予
算

を
増
額
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

か
。

　
　
　
　
　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
予
算
計
上
し
た
い
。

　
　

自
治
会
活
動
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
自
治
会
支
援
員
を

提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

自
治
会
長
の
考
え
を
聞

き
、
話
し
あ
っ
て
み
た
い
。

　
　

青
年
会
、
女
性
会
を
支
援

す
る
事
業
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

協
議
を
行
い
、
検
討
し

た
い
。

　
　

社
会
教
育
団
体
の
活
動
支

援
員
を
小
学
校
区
で
設
置
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　

配
置
は
可
能
だ
と
思
う

が
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業
に
ど

う
当
て
は
め
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　
　

政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
農

業
が
壊
滅
的
な
状
況
に
追
い
や

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
農
家

の
皆
さ
ん
は
反
対
し
て
い
る
。

　

現
在
本
町
は
ど
の
よ
う
な
品

目
が
拠
点
産
地
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　

沖
縄
県
は
基
幹
産
業
の
さ
と

う
き
び
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
深
刻
な
状
況
に
な
り
、
大
き
な

打
撃
を
被
る
。

　
　
　
　
　
　
　

拠
点
産
地
と
し

て
、
野
菜
は
Ｊ
Ａ
南
風
原
の
「
南
風

原
か
ぼ
ち
ゃ
」、Ｊ
Ａ
津
嘉
山
の
「
ツ
カ

ザ
ン
完
熟
カ
ボ
チ
ャ
」、
花
卉
で
は
ス

ト
レ
リ
チ
ア
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　
　

熱
帯
果
樹
は
拠
点
産
地
認
定

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ゴ
ー
は
申
請

要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
、
個
人
販

売
が
多
く
、
一
元
化
出
荷
が
行
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ

は
面
積
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

が
、
生
産
量
は
県
内
の
8
割
を
占
め

る
。
平
成
22
年
度
に
設
立
し
た
協
議

会
を
中
心
に
認
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
取

り
組
み
は
な
い
が
、
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
く
。

農
産
品
の
直
売
所
を

　
　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　

農
協
の
直
売
所
は
、Ｊ
Ａ
南

風
原
、
津
嘉
山
そ
し
て
農
家
の
願
い

で
あ
り
、
望
ん
で
い
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
県
に
Ｊ
Ａ
の
理
事
長
も

一
緒
に
な
っ
て
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
　

一
括
交
付
金
を
活
用
し
、
公

共
の
直
売
所
が
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
の
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
計
画
が
あ
る
た
め
、

公
共
直
売
所
は
計
画
し
て
い
な
い
。

特
定
健
診
で
医
療
費
抑
制
を

　
　

本
町
の
医
療
費
は
年
々
増
加

し
て
い
る
が
、
特
定
健
診
や
保
健

指
導
の
実
施
で
医
療
費
は
抑
制

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
検
討
し

て
い
る
事
業
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

特
定
健
診
や
保
健
指
導

で
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
た
か
を
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
高
額
な
医
療
費

の
抑
制
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問

問

問問

問総
務
部
長

問問

問

問問

町
長

町
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

総
務
部
長

問総
務
部
長

総
務
部
長

問総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

民
生
部
長

一
般
質
問  

赤
嶺  

雅
和 

議
員

一
般
質
問 

照
屋  

仁
士 

議
員

農家の
所得向上のために

一括交付金を活かせ

赤嶺  雅和 議員

照屋  仁士  議員

拠点産地認定を目指すスターフルーツ

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
町
の
事
業
の
優
先
順
位
を
公
表

せ
よ

・
新
た
な
機
構
改
革
を
説
明
せ
よ

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

平成25年度の一括交付金状況
（3月定例会現在）

※事業費の80％が交付金額となります。

南風原町 事業費 交付予定金額

配分予定 7 億 5,000 万円 6 億円

当初予算 4 億 5,976 万円 3 億 6,781 万円

未 計 上 2 億 9,024 万円 2 億 3,219 万円
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ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
食
材

を
除
い
た
除
去
食
を
町
立
保
育
所
、

小
中
学
校
に
提
供
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町
立
保
育
所
で
は
提
供
し

て
い
る
が
、
小
中
学
校
は
提
供
し
て

い
な
い
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
状
態

を
緩
和
で
き
る
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用

は
、
保
育
士
、
教
職
員
に
周
知
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

本
町
の
エ
ピ
ペ
ン
携
帯
者

は
1
校
で
、
お
お
か
た
の
学
校
で
は

十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は

な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
指
導
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

次
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
。

・
保
育
所
で
は
保
護
者
と
連
携
し
、

調
理
し
て
い
る
。

・
小
中
学
校
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
献
立

表
を
配
布
し
、
本
人
と
保
護
者
が

確
認
し
て
給
食
を
取
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

・
職
員
間
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

・
調
理
人
は
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
に

関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
て
い
る
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

　
　

平
成
24
年
度
末
の
認
可
保
育

園
の
待
機
児
童
は
何
人
か
。

　
　
　
　
　

待
機
児
童
は
141
人
い
る
。

　
　

家
庭
的
保
育
事
業
の
保
育
マ

マ
制
度
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　

利
用
者
は
認
可
保
育
園

の
利
用
を
望
ん
で
い
る
が
、
保
育
マ

マ
制
度
に
つ
い
て
は
、
受
託
者
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
保

護
者
と
行
政
を
結
ぶ
「
保
育
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
配
置
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
　
　

現
在
は
、
こ
ど
も
課
子

育
て
支
援
班
が
保
護
者
の
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に

よ
る
、
夜
間
保
育
・
夜
間
学
童
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　
　
　

夜
間
保
育
等
の
事
業
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。し
か
し
、今

の
と
こ
ろ
町
内
に
要
望
の
声
は
少
な
い
。

夜
間
保
育
の
要
件
は
、定
員
20
名
以
上

で
午
後
10
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、定

員
に
達
し
な
い
現
状
が
あ
る
。夜
間
学

童
は
午
後
8
時
半
ま
で
1
ヶ
所
が
開
園

し
て
い
る
。近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
相
談
も
含
め
、補
助
事
業
が

該
当
す
る
か
等
調
査
し
た
い
。

　
　

困
窮
者
（
世
帯
）
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
・
学

習
支
援
と
就
労
支
援
を
併
せ
て

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

子
ど
も
や
そ
の
保
護
者

が
日
常
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

る
た
め
の
支
援
、子
ど
も
の
進
学
に
関

す
る
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

本
町
の
発
注
す
る
事
業
の
う

ち
、半
年
以
上
の
工
期
の
事
業
に
つ

い
て
、生
活
困
窮
者
の
皆
さ
ん
を

現
場
に
１
人
は
採
用
し
て
い
く
の

も
ひ
と
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

他
の
市
町
村
で

事
例
が
あ
れ
ば
詳
細
を
調
べ
た
い
。

部
内
で
も
検
討
し
て
、
可
能
で
あ
れ

ば
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

困
窮
者
を
救
う
た
め
に
町
と

し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
必

要
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
条
例

を
作
成
す
る
こ
と
も
方
法
で
あ

る
。
他
市
町
村
の
事
例
を
調
査

し
、
南
風
原
町
独
自
の
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
も
ら
い

た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

困
窮
者
（
世
帯
）
の
就

労
を
含
め
た
救
済
対
策
に
つ
い
て
、

県
内
あ
る
い
は
他
府
県
に
条
例
等
が

あ
る
か
調
査
し
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
安
全
対
策
は

　
　

宮
城
土
地
改
良
区
内
の
道

路
標
示
お
よ
び
現
在
位
置
表
示

板
の
設
置
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

道
路
標
示
お
よ
び

現
在
位
置
確
認
標
示
板
の
設
置
は
、

町
内
全
域
を
含
め
て
、
平
成
25
年
度

に
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
事
業
化

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

道
路
が
狭
隘
な
地
域
で
交

通
事
故
か
ら
住
民
を
守
る
た
め

の
対
策
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

注
意
を
促
す
標
識
の
設

置
等
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
の
規
制

に
よ
る
も
の
と
地
域
事
情
に
合
わ

せ
、
地
域
や
警
察
、
町
の
道
路
管
理

担
当
部
課
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
よ
り
有
効
な
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

いいいいいいれれれれれれれれれれれ

問

問問問

問問

問問

問

問

問

問

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

総
務
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

生活安定のために

給食の
アレルギー対策を
急げ

浦崎  みゆき 議員

玉城  勇 議員

一
般
質
問  

玉
城　

勇 

議
員

一
般
質
問 

浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

安全でおいしい給食を提供。地産地消に
努めています。

集落内に注意喚起の看板を設置。

・
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
の

活
用
は

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
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与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
本
体
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
工

事
構
造
面
に
お
い
て
町
道
２
号
線

に
平
面
タ
ッ
チ
と
な
る
こ
と
か
ら
、

道
路
横
断
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ

る
。
即
刻
に
設
計
変
更
を
し
、
我

が
宮
城
の
大
き
な
声
と
し
て
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
町
道
２
号
線

に
設
置
し
、
区
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

南
部
国
道
事
務
所

の
説
明
は
、
計
画
は
変
更
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
地
域
住
民
の
道

路
横
断
に
お
け
る
安
全
確
保
は
、
横

断
歩
道
の
長
さ
や
形
態
を
工
夫
し
て

い
く
と
回
答
が
あ
っ
た
。

町
道
２
号
線
の
改
良
工
事
を

急
げ

　
　

町
道
２
号
線
は
、
県
道
240

号
線
の
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、

通
勤
通
学
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
交
通

量
が
増
え
て
い
る
。
道
路
幅
員
も

狭
く
、
対
面
交
通
が
で
き
な
い
非

常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
町
道

２
号
線
の
改
良
幅
員
工
事
を
早

期
に
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
道
34
号
線
へ
誘

導
す
る
方
法
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

歩
行
者
天
国
の
実
現
を
図
れ

　
　

観
光
客
誘
致
の
た
め
、
我
が
町

の
特
産
物
や
沖
縄
の
文
化
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
歩
行
者
天

国
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。

国
場
川
に
蓋
掛
け
を
し
、
皆
が
集
う

商
店
街
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

国
・
県
は
自
然
環
境
を
守
る

観
点
か
ら
、
な
る
べ
く
河
川
に
蓋
掛

け
を
せ
ず
、
自
然
を
取
り
戻
す
と
い

う
形
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た
め
難

し
い
。

美
観
に
見
合
っ
た
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
を
今
に

　
　

町
内
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
塩
害
や
事

故
な
ど
で
破
損
し
た
危
険
な
も

の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
気
候

風
土
に
合
う
国
道
と
同
型
の
こ

げ
茶
色
と
し
、
魅
力
あ
る
観
光

地
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

観
光
ル
ー
ト
な
ど

特
定
箇
所
の
路
線
の
み
、
そ
の
改
善

に
向
け
て
防
護
柵
設
置
時
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　

議
会
は
3
ヶ
所
の
信
号
機
設

置
を
県
議
会
、県
警
本
部
、与
那
原

警
察
署
に
要
請
し
た
。津
嘉
山
保

育
園
近
く
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。ど
の
よ
う
な
経
緯
を
説
明

せ
よ
。ま
た
、残
り
2
ヶ
所（
宮
平

保
育
所
近
く
、津
嘉
山
西
線
と
507

号
バ
イ
パ
ス
と
の
交
差
点
）は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。そ
の
他
の
設
置

要
求
が
出
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

も
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

県
で
は
一
括
交
付
金
（
補
正

予
算
）
で
11
〜
12
ヶ
所
信
号
機
が
設

置
さ
れ
る
と
聞
く
。
そ
の
た
め
、
津

嘉
山
保
育
園
近
く
の
交
差
点
は
優
先

順
位
が
上
が
り
、
通
常
予
算
で
信
号

機
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
残

り
２
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、
調
整
中
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
要
求
箇
所

に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
要
請
し
て
い
く
。

直
売
所
計
画
は
ど
う
な
っ
た

　
　

Ｊ
Ａ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
南
イ
ン
タ
ー
付
近
で

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
で
き

る
の
か
、
駄
目
で
あ
る
の
か
、
時

間
が
か
か
る
の
か
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
現
在
、
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
で
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
土
曜
市

を
拡
大
し
て
町
が
近
く
に
直
売

所
を
作
っ
て
提
供
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

早
期
に
設
置
で
き
な
い
か
強

く
県
に
も
訴
え
て
い
る
。
中
央
公
民

館
前
の
店
舗
棟
で
の
Ｊ
Ａ
土
曜
市

は
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
。
土
曜
市
を
連
日

行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
お
客
さ

ん
も
来
る
。
店
舗
棟
が
狭
け
れ
ば
、

テ
ン
ト
を
張
っ
て
開
催
で
き
る
よ
う

J
A
と
調
整
し
た
い
。

管
理
道
路
の
転
落
防
止
柵

設
置
を

　
　

山
川
地
内
の
長
堂
川
管
理
道

路
は
転
落
の
危
険
性
が
あ
る
。
転

落
防
止
柵
が
必
要
だ
が
、
平
成
25

年
度
の
予
算
で
設
置
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

6
月
頃
を
め
ど

に
、
補
正
予
算
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

一
般
質
問  

宮
城  

寛
諄 

議
員

一
般
質
問 

玉
城  

光
雄 

議
員

信号機設置は
どうなった

与那原バイパスの
工事・設計を
変更せよ

宮城  寛諄 議員

玉城  光雄 議員

町内産の農作物を求めたお客さんでにぎわうＪＡ土曜市。

改良工事を求める町道2号線とその周辺道路

毎
週
土
曜
日　

9
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館
駐
車
場
店
舗
棟

←那覇方面 与那原方面→

↑
西原 JCT

サザン
プレックス

イオン
南風原店

町道 2号線
町道 1号線

県道 240 号線

南風原バイパス 与那原バイパス

宮城公民館
●

Ｊ
Ａ
土
曜
市
の
お
し
ら
せ

町道 34号線

南風原南 I.C.
↓

国道 329 号
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私
は
、公
務
員
生
活
を
終
え
て

3
年
余
に
な
り
ま
す
。

　

南
風
原
町
に
生
ま
れ
な
が
ら
、3
年
ご
と
の
転
勤
の
た
め

故
郷
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
、少
し
反

省
し
て
い
ま
す
。

　

30
年
余
、沖
縄
の
農
業
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
、農
業
で

町
の
発
展
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。「
広

報
は
え
ば
る
」「
は
え
ば
る
議
会
だ
よ
り
」は
町
政
と
議
会
活

動
を
知
る
た
め
に
は
必
見
で
す
。

　

私
は
、今
回
の「
議
会
活
動
報
告
会
」の
重
点
は「
一
括
交

付
金（
6
億
6
千
万
円
）の
活
用
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
括
交
付
金
は
今
年
も
交
付
さ
れ
ま
す
。事
業
に
反
対
で

は
な
い
が
、果
た
し
て
議
会
が
、20
〜
30
年
後
の
南
風
原
町

の
発
展
の
た
め
に
、時
間
を
か
け
、検
討
し
た
の
か
。行
政
が

机
上
で
考
え
た
事
業
で
は
な
い
か
、バ
ラ
マ
キ
が
多
い
の
で

は
な
い
か
、と
は
な
は
だ
疑
問
で
す
。

　

私
は
、議
会
活
動
報
告
会
に
参
加
し
、農
家
・
農
業
発
展

の
た
め
、「
直
売
所
の
建
設
」と
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

考
え
る
教
育
材
料
と
し
て
各
学
校
に「
太
陽
光
施
設
の
設

置
」を
要
望
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
読
む
と
、前
回
の
議
会
活
動
報
告
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に「
議
会
が
各
種
団
体
、女
性
、子
供
の
立
場

で
意
見
交
換
し
た
ら
ど
う
か
」と
あ
り
ま
す
。大
い
に
賛
成

で
す
。

　

今
年
度
こ
そ
、「
一
括
交
付
金
の
活
用
の
検
討
の
た
め
に
、

議
会
が
青
年
・
女
性
・
老
人
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、保
育
園
、学
童
、農

業
生
産
部
会
、福
祉
・
施
設
団
体
、商
工
・
建
設
・
コ
ン
サ
ル

業
界
な
ど
、広
く
団
体
の
意
見
を
聞
い
て
、予
算
を
作
成
し
、

提
案
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。そ
う
す
る
こ
と
が
、「
行
政

と
対
等
の
立
場
の
議
会
。町
民
目
線
に
立
っ
た
自
立
的
な
議

会
」に
脱
皮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

議
会
活
動
報
告
会
に
参
加
し
て

字
宮
平

大
城 

一
雄
さ
ん

　

4
月
23
日
、25
日
の
両
日
に
、

第
2
回
議
会
活
動
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

不
安
要
素
も
あ
り
ま
し
た

が
、4
会
場
で
70
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。議
会
に
対
す
る
ご
理

解
、ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。　

　
「
趣
旨
を
活
か
し
、も
っ
と
工

夫
を
」、「
各
自
治
会
長
と
直
接

懇
談
を
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。　

　

ま
た
、地
域
の
伝
統
行
事
に

対
す
る
質
問
や
町
民
が
最
も
関

心
の
あ
る
事
業
等
々
。多
岐
に
深

ま
る
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　

議
員
個
人
の
見
解
は
述
べ
ら

れ
な
い
も
の
の
、頂
い
た
ご
意
見

や
ご
提
言
を
深
く
受
け
止
め
、

誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
と
強
く
感
じ
た
2
日
間
で
し

た
。

　

次
回
、皆
さ
ま
と
の
再
会
を

楽
し
み
に
、議
会
活
動
に
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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連絡先　議会事務局（担当：広報係 翁長）

E-Mail:H8893097@town.haebaru.okinawa.jp　
TEL.889-3097　FAX.889-4499

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字と写
真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真をお
待ちしています。ご意見・ご要望も広く募集しています。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

町民の

編
集
後
記

大城 榮吉氏 （宮平）
元議員として3期12年にわたり、地方自治
の発展に貢献し、国から表彰されました。

5月8日に各委員会の代表は、委員会運営
の事例や対応など実務を学びました。

高齢者叙勲（88歳）
受章

正副委員長研修に参加 

※環境保全のため、古紙配合率100％再生紙と
　植物油インキを使用しています。
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次回定例会の開会予定

  6月11日（火）午前10:00


